
」a∨ aプログラミング I

明 今日の講義で学ぶ内容

・ 2次元配列とその使い方

・ 不規貝」な 2次元配列

・ .length修 飾子

■次元配列

2次元配列

lM直を1[il配列1」
次のように考えると分かりやすいでしょう

11回目 多次元配列

ノ ′ /7ノ ′

配列要素が平面的に並ぶ配列です

一́

り`やすいでしょう

|

一
2次元以上の配列のことを多次元配列といいます

●  2次元配列の利用       「

g
″

2次元配列の利用手順

配列変数の宣言

配列変数の宣言 う 配列要素の確保 → 配列要素の参照
|―

一

睡ゝ利用手鵬k哩フで覗嘔夏の場

…

す

型と識別子を指定して次のように行います

国 識別引[][]3

または

回H[]識別司ぅ 〃]avaでの標準のスタイル

コード例 l irt[][]a堅 3

D括 弧[]の数が配列の次元を表します
.

たとえば、int[HH]ary3は int型の3次元配列型の変数 (配列変数)aryを宣言します
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c力 ↓ 諄ぐ重
配列要素の確保

型と配列要素の個数を指定して次のように行います

コー ド例 l int[][]ary3
ra"腱w鈴

ソ野
;

は配列変数の識別子と添え宇

ぎ、4行 5列の配列要素をもつ 2次元配列の場合は次のようにして添え字を指定します

薫ヨ翌
2ヨ 圧3r

]ご メ澤

ユ

:li[l[leirrititl[ζ l;  :

ユz
計劇同■ ご

イラ

[行の添え字I列の添え字 ]

θ～    θ～

T看麗採賢呈経8電型デ再朧列 象型「曇tfI画磋瑾饒奨鍵霞装
を指定します

・列の添え字には 0～ 列の配列要素の個数-1哉での整数を指定します

9添 え字は、■次元の配列と同様に0から始まることに注意しましょう

例え |

配列要素への値の代入は、各配列要素を参照して次のように行います

識別割 =りew国 [1行の配列要素の個判][1列の配列要素の個到

′ョの両τり奪

マ靴
`



ソースコード例

ソースフアイル名 :Samplel■ _■ .java

//配列を用いて 3人の学生

class Sample■ 1_

{

(3 行)の 2科目の点数 (2列 )を管理する

public static void main(String[]args)

{

//配列変数の宣言

int[][]test3 // int test[][]」

//配列要素の確保

"Sワ釧節t孵
罪

とも記述可能

//配列変数の宣言 と配列要素の確保は同時に記述可能

// int test[][]= neW int[3][2]」

// int[][]teSt = new int[3][2]3

漁Lぢ

θ～

てり
^

)Э

teSt[■ ][0]=60i  test[1][1]=753
test[2][0]=223  test[2][1]=905

//各配列要素を順番に出力

fOr(int i=oj iく 35 1++)

{                     `,
System.out

System.out

ノ ニ′′
println(i+‖ 番目の学生の得点 :‖ )3

println(‖ 科目 ■:"+test[i][0]+"¥t科目

夕 ∂

2

2:‖ +test[i][■ ])3

′ /

C
な

実行画面

0番目の学生の得点 :

科目 ■:80   科目 2:50

1番目の学生の得点 :

科目 1:60   科目 2:75

2番目の学生の得点 :

科目 1:22 科目 2:90
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1 2次元配列の初期化

2次元配列の初期化は、配列変数の宣言時に次のように行います

国ヒ ヴ 識別割 ={{0行 0列 , 0行 ■列 ,“.},(■ 行 0列 , ■行 ■列,¨},… }3

9括 弧{}が入れ子になっていることに注意しましょう

ソースコード例

ソースフアイル名 :Samplell_2.」 aVa

//2次元配列の初期化

class Samplell_

{

public static void main(string[]

需F認財俯五
//int test[H]={{80,50},{60,75},(22,90}}3と も記述可能

θ  /

//各配列要素を順番に出力

fOr(int i=o3 iく 33 i++)

{

System.out.println(i+"番目の学生 :“ )3

system.out.println(::不斗E]1:‖ +test[i][0]+:1¥t'科巨]2:::+test[i][1])」

多

/

2

ヽ
ι

ヽ
レ

実行画面

0番目の学生 :

科目 ■:80

■番目の学生 :

科目 ■:60

2番目の学生 :

科目 1:22

科 目 2:50

科 目 2:75

科 目 2:90

ハ

Ｂ

指定する値が指定する行と列に代入された配列要素をも 数が宣言されます

または

国 門 ョ
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9配 列の初期化では配列要素の数を指定しません

配列要素の数は{}の入れ子や値の列より自動的に計算されます

不規則な 2次元配列

配列の初期化を利用して作成する方法

ソースコード例

ソースフアイル名 :Samplel■ _3.java

不規則な 2次元配列の作り方

lligξ言炉』:ξ]]li[言貫暑言う雇:≫稚

不規則な 2次元配列        ‐

各行の配列要素の数がそれぞれ異なる 2次元配列です

がい作成する方法
3夕 }

フク|

21y)

´

／

と

歳民口 ,好τ″じ

たg〔 I)].鯵た
ツ

ク

//不規則な 2次元西己列で初期化する /∠ /・
5t

public static void main(stり 乙ng[]aP急5)

int[][]test    ,150,75h,

//各行の列数と要素を順番に出力します

fr羅

書雰
t翠

甲
弊ヨ直としてもち

hiァ lW腱

次⑪

♂iW鮮凝i爾「
‖

初期化による不規則な配列

」の列方向の配列要素を指定す

貝」の括弧{}内で列挙する値の

数を変えてやればよいです

teSt[i]・ length

teSt[i]。 lengthは行方向の添え字

iで指定される行の列数を表します

(。 length修飾子の詳細は次節で)
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実行画面

0行日の要素数は 3で、

1行日の要素数は 2で、

2行日の要素数は 4で、

０

５

３

６

７

３

０

０

２

８

５

７

22です

です

7563です

0。 length修飾子とその利用

.length修飾子   配列要素の数を得るための修飾子です

配列要素の数

行数

第 i行の列数

行数

第 i行の列数

瀑2X次元以降も同様です

Q(次 元配列の力所合 : ①配列変螢刻。length

。length

90次元配列の場合撃][目田墨]iぅ声習Lth
3次元配列の場合 : ①

②¨ ・length

③匡列変藝腫取嘔>length tt i tt j列の高さ
`

ソースコー ド例

ソースフアイル名 :Sample■ 1=4.java

実行画面

配列要素の数は 4です。

―

①

// .length修飾子

class Sample■ 1二4

{

public

{

static void main(String[]argS)

//配列の初期化

int test[]={72, 33, 75, 63}j

system.out.lrintln(‖ 配列要素の数は“+test.length+"で す。・ )3

寸csく■
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ソースコード例

ソースフアイル名 :samplell_5.java

//不規貝」な 2次元配列を宣言する
class sanlplell_

{

public static

{

Йt「」嘲
void main(String[]argS)  ハ僣賦りヽ鳳

int[][]

〃 (ポイント)          
―〃 2次元配列は

‖1次元配列の配列
‖
である

//int型の配列型の配列型の変数 (配 ,」変数)「
int[]test[]」

//下記と同 じ意味である

// int test[][]」

// int[][]teStj
レtrJう熱

毀
敵型a支久

//int型の配列型の変数 (配列変数)を 3つ確保する
test = new int[3][]5

//各配列変数に int型の変数をそれぞれの個数だけ確保 して 2次元配列は完成
teSt[0]=neW int[3]」 //o行日の配列要素は 3つ
teSt[1]=new int[2]」 //1行日の配列要素は 2つ
test[2]=new int[4]3//2行日の配列要素は 4つ

//各行の列数 (。 lengthの詳細は前節)と要素を順番に出力
System.out.println(“ 配列の行数は

‖
ち修事もりじ主h+‖ であり、・ )」

fOr(int i=0」 i<test.lenl墓L i++)′
VK〃

〒と
System.outoprintln(i+‖行日の配列要素は

‖+test[i].length+‖ です
‖

)」

お石 タ́リ々5立L、

実行画面

配列の行数は 3であり、
0行日の配列要素は 3です
1行日の配列要素は 2です
2行日の配列要素は 4です
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参考 :例題 Sample■■_5の変数の振る舞いは図的に次のように理解できます

int[]test[]3//int型 の配列型の配列型の変数 (配列変数)

test=new int[3][]3//int型の配列型の変数を 3つ確保

teSt[0]=neW int[3]3//int型 の変数を 3つ確保

teSt[■ ]=neW int[2]3//int型 の変数を 2つ確保

test[2]=new int[4]3//int型 の変数を 4つ確保

' 
今日の講義のまとめ |

01次元配列は配列要素が直線的に並ぶ配列のことです。2次元配列は配列要素が平面的に並

ぶ配列のことです。一般に、2次元以上の配列を多次元配列といいます。

・ 2次元配列の配列要素を指定するとき、行方向と列方向の 2つの添え字が必要です。

・ 2次元配列の初期化は、行単位で値を列挙することにより行います。

・ 各行の列数が異なる不規則な 2次元配列を作成することができます。

・ .length修飾子を用いることにより、配列要素の数を知ることができます。
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